
― １ ―

無線ＬＡＮを構築しよう！～簡単セットアップマニュアル
　　　　　　　CN3600 ＵＳＢベイキーボード対応無線ＬＡＮデバイスの設定方法を説明いたします。

　　　　　　　詳細については取扱説明書をご参照ください。

１．用意しよう！

・ パソコン

・ ＵＳＢベイキーボード

・ 無線ＬＡＮデバイス

・ＣＤ－ＲＯＭ（ドライバ、ユーティリティ）

２．ドライバーをインストールしよう！

無線ＬＡＮデバイスをセットし、パソコンの電源を入れると、自動的にインストール画面が表示されます。

“一覧または特定の場所からインストールする”を選び、“次へ”をクリックしてください。

付属のＣＤ－ＲＯＭをドライブに挿入し、ドライバの場所“D:¥USB”を入力、“次へ”をクリック

し、インストールしてください。

途中、Windows 2000/XPで、Windowsロゴテストのメッセージが出ますが、弊社で動作確認済ですので、“続

行”を選び、インストールを進めてください。

３．インストール後にドライバを確認しよう！

“スタート”から(“設定”―)“コントロールパネル”をクリックし、“システム”アイコンを開いてください。

“ハードウェア”タブの“デバイスマネージャ”をクリックしてください。

下の図のように“ネットワークアダプタ”の“Hitachi Wireless LAN USB”に”！“や”ｘ“マ ークが

なければ正常にインストールされています。

４．ネットワークを設定しよう！

“スタート”から“コントロールパネル”をクリックし、“ネットワーク接続”アイコンを開いてください。

“Hitachi Wireless LAN USB” の必要なネットワーク設定を行ってください。

WindowsXPをお使いの方は、［スタート］―［設定］―［コントロールパネル］を開き、［ネットワークとインター

ネット接続］―［ネットワーク接続］をクリックし、［ワイヤレスネットワーク接続］をクリックしてください。

[プロパティ］ボタンをクリックすると、［ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ］が表示されます。ここで

［ワイヤレスネットワーク］タブを選択して、必ず、「Windowsを使ってワイヤレスネットワークの設定を構成す

る」のチェックを外してください。これにより本製品に同梱されているユーティリティーがご利用になれます。

ネットワーク設定の詳細はネットワーク責任者に聞いてください。

５．ユーティリティをインストールしよう！

付属のＣＤ－ＲＯＭをドライブに挿入し、“D:¥USB¥utility¥setup.exe” を起動させます。

指示にしたがってインストールしてください。

確認！
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６．ユーティリティで無線ＬＡＮの設定をしよう！

“スタート”-“(すべての)プログラム”-“Hitachi Wireless LAN Utility”から“Hitachi Wireless LAN Utility”

をクリックすると画面右下にアイコンが表示されますので、このアイコンをクリックし、ユーティリティを起動

してください。

　　ここではグループID(ESSID)と暗号(WEP)を入力します。

（注）最初のウィンドウに戻りますので、必ず、「変更」をクリックして、設定を保存してください。

７．便利な使い方！

　（１）通信の確認

ユーティリティを起動してください。

“リンクテスト”タブを選び、“テストIPアドレス”にアクセスポイントの“IPアドレス”を入れて、“開始/中止”

をクリックすると、通信テストを開始します。“損失率”が１００％の場合、正常に通信できていません。もう一

度、設定を確認してください。再度、“開始/中止”をクリックすると通信テストが終わります。アクセスポイント

CN3300とは“アクセスポイント接続テスト”の“開始/中止” をクリックすると通信確認ができます。

（２） 設定の簡単切り替え

ユーティリティを起動してください。

　

① 暗号(WEP)のビット数を選択してください。

② アクセスポイントCN3300と接続する場合“キーを手入力する”

を選択してください。

③アクセスポイントと同じ暗号(WEP)を入力してください。

半角英数字 16進数

40bit 半角英数字 5文字 0～9、a～f 10文字

128bit 半角英数字 13文字 0～9、a～f 26文字

④入力後「OK」をクリックしてください。

（注）暗号は必ず“キー１”に入力してください。

暗号は必ず規定の文字数入力してください。

①“プロファイル”に設定を保存する名称を入力してください。

②“保存”をクリックすると、この名称でグループID(ESSID)と

　暗号(WEP)が保存されます。

③この“プロファイル”を複数、保存することが出来ます。

④“プロファイル”を選び、“変更”をクリックすると、簡単に

　設定を切り替えることができます。

(1)“ESSID”にチェックを入れ、通信す

るアクセスポイントと同じグループ

ID (ESSID)を入力してください。

(2)“WEPを有効にする”にチェックを入

れると入力画面が出ます。


